
1. はじめに 

8⽉中旬にボストンに到着し、4ヶ⽉ほど経
ちました。Harvard⼤学の Bioengineering専攻
PhD として、⽇々研究をしたり講義を受けた
りしています。 

2. ⽣活 

2.1 ボストンの環境 

ボストンは空気がとても綺麗で、動物がた
くさんいます。特にハーバード構内は夜中の
渋⾕センター街のネズミくらいリスとウサギ
がいます。渡⽶初⽇の朝⽬が覚めて、本当に
ここは⽇本じゃないのかと思いながら窓の外
を⾒たら七⾯⿃の群れが疾⾛していて、異国
に来たことを実感しました。ハーバード周辺
は街全体が⽇本の⾚レンガ倉庫のような雰囲
気になっています。趣があって歴史を感じる
街並みで、かなり気に⼊っています。 

2.2 寮 

1年⽬の住居は寮を選びました。寮は思って
いたより清潔で快適です。⽔回りの掃除はし
なくて良いし⽇⽤品は勝⼿に補充されるし、
もうずっとここに住んでいたいと⾔う気持ち
もありますが、⽣活能⼒を失いそうなので来
年か再来年にはアパートを探して出て⾏こう
と思っています。 

私のフロアでは部屋に各⼈の出⾝国を代表
するジェットコースターの名前が付けられて
います。イギリスの⽅は「NEMESIS」、カナダ
の⽅は「Leviathan」など、皆かっこいい部屋の
名前をつけてもらっています。私の部屋は不
本意にも「EEJANAIKA」と名付けられてしま
いました。 

2.3 ⾷事 

平⽇昼と夜は寮を選ぶとついてくる⾷堂の
ご飯、休⽇は⾃分で作って⾷べています。⾷
堂のご飯はビュッフェ形式で、⽇毎にテーマ
がついていて(中華料理・メキシコ料理・イタ
リアンなど)、プラスでサラダ類とフルーツ類
があり栄養バランスはいい感じです。⾷堂の
ご飯は最初そんなに美味しくないと思ってい
ましたが、最近ではなんだか愛嬌のある味だ
と感じていて気に⼊っています。 

休⽇は⾃炊しなければならないので、⾃炊
の腕が少しだけ上がった気がします。渡⽶初
⽇にホテルで 500mlの⽔が 500 円だった時は
そのまま⽇本に帰ろうかと思いましたが、ち
ゃんとしたスーパーで⾷材を買えば鶏⾁、⼀
部の野菜、パスタくらいは⽇本とそこまで変
わらない価格で買えているような気がします。
⼀⽅で困るのは⽇本の飲⾷店やコンビニ弁当
のような低価格でいい感じに⾷事を済ませら
れる店がほぼ無いため、今⽇は時間ないから
買って済ませようみたいなことはしづらいで
す。近くのアジア系スーパーで惣菜の量り売
りと詰め放題を勘違いして、6000 円払って⼀
⼈で惣菜フードファイトをする⽻⽬になった
時が渡⽶後⼀番精神的に⾟かったです。 

3. 研究 

コロナで縮⼩していたラボの規模を⼤きく
している最中らしく、今年は私を含めて 3 ⼈
PhD学⽣が⼊りました。同期はMITから来た
ポーランド⼈の⽅と、シカゴ⼤学から来たア
メリカ⼈の⽅で、⼆⼈ともとても賢くて親切
でいつも助けられています。 
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ここ 3 ヶ⽉ぐらいはテーマ決めに励んでい
て、先⽇いくつかのプレリミナルな結果を元
に教授から Go サインをいただくことができ
ました。ラボにトップダウン⽂化があり⾃分
で提案してテーマを決めることは結構難しか
ったですが、できれば⾃分のアイデアで進め
ることにこだわりたかったので、うまく⾏っ
てよかったです。 

4⽉から渡⽶までに⾏っていた研究で論⽂を
２本書きました。⽚⽅は顕微鏡の論⽂でレビ
ュー中、もう⽚⽅は培養⽪膚の研究で共著者
チェック中となっています。年中には両⽅サ
ブミットを終えてしまいたかったのですが、
諸々忙しくなかなか予定通りにはいきません
でした。⽪膚の⽅は特に気に⼊っている内容
なので希望の論⽂誌にアクセプトされてくれ
たら嬉しいです。 

⼀つ困っているのは今の研究室が基本時間を
かけて評価の⾼い論⽂誌を狙う⽅針で、かつ
論⽂誌での publish が迫った研究内容しか学
会にも出さない主義らしく、細かな実績稼ぎ
が難しそうなことです。ビッグペーパー狙い
は元々望むところなのですが、⽣物分野で⼤
きな論⽂を書くのは時間がかかるのでその間
学会にも参加できないのは少しモチベーショ
ン管理に困りそうです。まあ仕⽅ないので
諸々⼯夫して研究を進めつつ、今出す予定の
論⽂２本でしばらくは⾷い繋いでいこうと思
います。 

4. その他 

慌ただしい⼀年で少し疲れたので年末年始
は休もうと思います。そもそも知らなかった
のですがラボが年末はシャットダウンして実
験できなくなってしまうようなので、来年か
らはおとなしく⽇本に帰ろうと思います。 

年末は研究室時代、会社時代の先輩とハーバ
ードでの友⼈とニューヨークに⾏ってきます。
⼈⽣初ニューヨークなのでとても楽しみです。 

 
⼯学系の⼈たちは 2020 年に建てられた
Science Engineering Complexと⾔う新しい建物
で活動します。地下⼆階から６階までの吹き
抜けになっていて、グランドピアノや卓球台、
エアバイクも設置されています。 

 
8 ⽉は留学⽣向けのキャンプに⼆週間参加し
ました。いろんな友達ができて楽しかったで
す。 

 
最近、落書きなどから同じオフィスに濃いめ
の⽇本⼈がいる気配を感じています。 


